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小
�

剛
教
授
略
歴
・
著
作
目
録



略

歴

一
九
三
五
年

一
月
一
三
日
生
ま
れ

学

歴

一
九
五
七
年
三
月

立
命
館
大
学
法
学
部
卒
業

一
九
五
九
年
三
月

立
命
館
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了

一
九
六
二
年
三
月

立
命
館
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
博
士
過
程
単
位
取
得
満
期
退
学

一
九
八
五
年
十
月

法
学
博
士

(

立
命
館
大
学)

を
取
得

職

歴

一
九
六
二
年
四
月
一
日

首
都
高
速
道
路
公
団
入
社

(

用
地
部
主
査)

一
九
六
六
年
六
月
一
日

立
命
館
大
学
法
学
部
専
任
講
師

一
九
六
七
年
四
月
一
日

立
命
館
大
学
法
学
部
助
教
授

一
九
七
一
年
四
月
一
日

大
阪
市
立
大
学
法
学
部
助
教
授

一
九
七
三
年
四
月
一
日

大
阪
市
立
大
学
法
学
部
教
授

一
九
八
三
年
四
月
一
日

大
阪
市
立
大
学
評
議
員

(

一
九
八
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で)

一
九
八
七
年
四
月
一
日

大
阪
市
立
大
学
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
所
長

(

一
九
八
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で)

一
九
八
八
年
四
月
一
日

大
阪
市
立
大
学
評
議
員

(

一
九
八
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で)
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著

作

目

録

編
・
著
書

注
釈
行
政
不
服
審
査
法

(

南
博
方
＝
小
�
剛)

第
一
法
規

一
九
六
九
年

注
釈
行
政
不
服
審
査
法

[

補
正
版]

(

南
博
方
＝
小
�
剛)

第
一
法
規

一
九
八
一
年

全
訂
注
釈
行
政
不
服
審
査
法

(

南
博
方
＝
小
�
剛)

第
一
法
規

一
九
八
八
年

行
政
法
入
門

(

原
田
尚
彦
＝
小
�
剛
＝
田
村
悦
一
＝
遠
藤
博
也)

有
斐
閣

一
九
七
七
年

行
政
法
入
門

[

新
版]

(

原
田
尚
彦
＝
小
�
剛
＝
田
村
悦
一
＝
遠
藤
博
也)

有
斐
閣

一
九
九
〇
年

行
政
法
入
門

[

新
版
補
訂
版]

(

原
田
尚
彦
＝
小
�
剛
＝
田
村
悦
一
＝
遠
藤
博
也)

有
斐
閣

一
九
九
四
年

住
民
参
加
手
続
の
法
理

[

大
阪
市
立
大
学
法
学
叢
書
三
十
四]

(

小
�

剛)

有
斐
閣

一
九
七
七
年

土
地
収
用
法
入
門

(

小
�

剛)

青
林
書
院
新
社

一
九
七
八
年

地
方
自
治
法
入
門

(

小
�
剛
＝
原
野
翹
＝
阿
部
泰
隆
＝
村
上
武
則)

有
斐
閣

一
九
七
八
年

不
動
産
法
概
説

(

２)
(

荒
秀
＝
小
�
剛
編
著)

有
斐
閣

一
九
七
八
年

不
動
産
法
概
説

(

２)
[

第
二
版]

(

荒
秀
＝
小
�
剛
編
著)

有
斐
閣

一
九
八
五
年

不
動
産
法
概
説

(

２)
[

第
三
版]

(

荒
秀
＝
小
�
剛
編
著)

有
斐
閣

一
九
九
一
年

不
動
産
法
概
説

(

２)
[

第
四
版]

(

荒
秀
＝
小
�
剛
編
著)

有
斐
閣

一
九
九
七
年

土
地
収
用
法

[

特
別
法
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル]

(

小
�

剛)

第
一
法
規

一
九
八
〇
年

地
方
自
治
法
の
論
点

(

小
�
剛
＝
阿
部
泰
隆
＝
宮
崎
良
夫
＝
芝
池
義
一
＝
三
木
義
一
＝
木
佐
茂
男)

有
斐
閣

一
九
八
二
年

行
政
不
服
審
査
法

[

判
例
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル]

(

田
中
館
照
橘
＝
外
間
寛
＝
小
�
剛)

三
省
堂

一
九
八
二
年
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一
九
八
九
年
四
月
一
日

大
阪
市
立
大
学
法
学
部
長

(

一
九
九
〇
年
三
月
三
十
一
日
ま
で)

一
九
九
〇
年
四
月
一
日

大
阪
市
立
大
学
評
議
員

(

一
九
九
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で)

一
九
九
三
年
四
月
一
日

大
阪
市
立
大
学
名
誉
教
授

一
九
九
三
年
四
月
一
日

名
城
大
学
法
学
部
教
授

賞
の
受
賞

二
〇
〇
三
年
十
一
月
七
日

L
am
buda

A
lpha
International

(

ア
メ
リ
カ
合
衆
国)

か
ら

International
A
uthor

A
w
ard
2003

を
受
賞

学

会

一
九
七
四
年
十
月

日
本
租
税
法
学
会
理
事

一
九
八
六
年
十
月

日
本
公
法
学
会
理
事

(

一
九
九
三
年
十
月
ま
で)

一
九
九
三
年
六
月

日
本
不
動
産
学
会
副
会
長

(

一
九
九
六
年
五
月
ま
で)

一
九
九
六
年
六
月

日
本
不
動
産
学
会
理
事

(

二
〇
〇
〇
年
十
月
ま
で)

一
九
九
六
年
五
月

L
am
buda

A
lpha
International

(

ア
メ
リ
カ
合
衆
国)

会
員
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情
報
公
開
基
準
を
め
ぐ
る
判
例
の
推
移

法
律
の
ひ
ろ
ば

四
十
四
巻
五
号

一
九
九
一
年

地
方
行
政
へ
の
住
民
参
加

自
治
論
集

九

一
九
九
四
年

行
政
手
続
法
の
施
行
と
地
方
公
共
団
体
の
対
応

地
方
財
務

四
八
五
号

一
九
九
四
年

情
報
公
開
に
関
す
る
裁
判
例
の
傾
向

憲
法
裁
判
と
行
政
訴
訟

[

園
部
逸
夫
先
生
古
希
記
念]

有
斐
閣

一
九
九
九
年

税
務
情
報
の
開
示
は
ど
こ
ま
で
可
能
か

税

五
十
六
巻
十
号

二
〇
〇
一
年

(

二)

国
家
補
償
法
に
関
す
る
も
の

損
失
補
償
手
続
総
説

国
家
補
償
法
体
系
四
巻

日
本
評
論
社

一
九
八
七
年

移
転
補
償
の
最
近
の
課
題

市
大
法
学
雑
誌
三
十
五
巻
一
号

[

故
種
谷
春
洋
教
授
追
悼
号]

一
九
八
八
年

生
命
・
身
体
へ
の
侵
害
と
損
失
補
償

(

予
防
接
種
禍
大
阪
地
裁
判
決
昭
和
六
十
二
・
九
・
三
十
を
め
ぐ
っ
て)

法
学
セ
ミ
ナ
ー

三
十
三
巻
四
号

一
九
八
八
年

予
防
接
種
禍
に
対
す
る
行
政
責
任

損
失
補
償
か
損
害
賠
償
か

都
市
問
題
研
究

四
十
一
巻
十
号

一
九
八
九
年

文
化
財
的
価
値
の
損
失
に
対
す
る
補
償
に
つ
い
て
・
乾
昭
三
編

土
地
法
の
理
論
的
展
用

一
九
九
〇
年

文
化
財
的
価
値
の
損
失
に
対
す
る
補
償
再
論

政
策
実
現
と
行
政
法

[

成
田
頼
明
先
生
古
希
記
念]

有
斐
閣

一
九
九
八
年

補
償
基
準
の
み
な
お
し

行
政
法
と
法
の
支
配

[

南
博
方
先
生
古
希
記
念]

有
斐
閣

一
九
九
九
年

T
suyoshi

K
otaka,

D
avid

C
allies,

and
H
eidi
G
uth,
T
aking

L
and
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行
政
法
各
論

[

有
斐
閣
法
学
叢
書]

(

小
�

剛)

有
斐
閣

一
九
八
四
年

用
地
買
収
と
補
償

[

く
ら
し
の
法
律
相
談
室]

(

小
�

剛)

有
斐
閣

一
九
八
七
年

用
地
買
収
と
補
償

[

第
二
版]

(

小
�

剛)

有
斐
閣

一
九
九
六
年

用
地
買
収
と
補
償

[

第
三
版]

(

小
�

剛)

有
斐
閣

二
〇
〇
一
年

用
地
買
収
と
補
償

[

第
四
版]

(

小
�

剛)

有
斐
閣

二
〇
〇
三
年

行
政
法
総
論

(

小
�

剛)

ぎ
ょ
う
せ
い

一
九
九
四
年

行
政
法
総
論

[

第
二
版]

(
小
�

剛)

ぎ
ょ
う
せ
い

二
〇
〇
〇
年

行
政
法
総
論

(

小
�
剛
＝
寺
田
友
子
＝
由
喜
門
眞
治
＝
牛
嶋
仁)

ぎ
ょ
う
せ
い

二
〇
〇
六
年

損
失
補
償
の
理
論
と
実
際

(

小
�

剛
編
著)

住
宅
新
報
社

一
九
九
七
年

都
市
計
画
法
規
概
説

(

荒
秀
＝
小
�
剛
編
著)

信
山
社

一
九
九
八
年

損
失
補
償
研
究

[

名
城
大
学
法
学
会
選
書
四]

(
小
�

剛)

成
文
堂

二
〇
〇
〇
年

C
om
pulsory

P
urchase

and
R
egulation

in
A
sian-P

acific
C
ountries

(T
suyoshi

K
otaka

and
D
avid

L
.C
allies,T

aking
L
and)

U
niversity

of
H
aw
aii
P
ress

二
〇
〇
二
年

ア
ジ
ア
太
平
洋
諸
国
の
収
用
と
補
償

(

小
�
剛
＝
デ
ー
ビ
ッ
ド
Ｌ
・
キ
ャ
リ
ー
ズ
編
著)

成
文
堂

二
〇
〇
六
年

論

文

(

過
去
二
十
年
の
も
の)

(

一)

行
政
手
続
法
・
情
報
公
開
法
に
関
す
る
も
の

行
政
手
続
か
ら
見
た
諮
問
行
政

法
律
時
報

五
十
八
巻
一
号

一
九
八
六
年

住
民
参
加

行
政
法
の
争
点

[
新
版]

一
九
九
〇
年
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大
阪
市
政
研
究
所
編

都
市
問
題
の
理
論
と
手
法

[

大
阪
市
政
研
究
所
設
立
四
十
周
年
記
念
論
文
集]

ぎ
ょ
う
せ
い

一
九
九
一
年

都
市
計
画

規
制
と
参
加

都
市
問
題
研
究

四
十
八
巻
三
号

一
九
九
六
年

土
地
収
用
法
の
一
部
改
正

ジ
ュ
リ
ス
ト

一
二
一
〇
号

二
〇
〇
一
年

(

五)

そ
の
他
行
政
法
一
般
に
関
す
る
も
の

行
政
作
用
法
に
お
け
る
災
害
法

法
律
時
報

六
十
巻
二
号

一
九
八
八
年

公
法
上
の
不
当
利
得

新
版
注
釈
民
法

十
八
巻
有
斐
閣

一
九
九
一
年

古
都

｢

京
都｣

の
景
観
保
存
と
開
発

法
律
の
ひ
ろ
ば

四
十
五
巻
一
号

一
九
九
二
年

景
観
行
政
と
企
業
の
役
割

地
方
財
務

四
七
二
号

一
九
九
三
年

規
制
緩
和
と
要
綱
行
政

判
例
地
方
自
治

一
二
五
号

一
九
九
四
年

広
域
行
政
と
大
都
市
行
政

自
治
論
集

一
九
九
五
年

法
律
執
行
レ
ベ
ル
か
ら
み
た
地
方
分
権
の
意
味
と
課
題

税

五
十
巻
三
号

一
九
九
五
年

在
留
外
国
人
と
地
方
公
共
団
体
の
対
応
・
水
口
憲
人
編

今
な
ぜ
都
市
か

敬
文
堂

一
九
九
七
年

税
務
情
報
の
開
示
は
ど
こ
ま
で
可
能
か

税

五
六
巻
十
号

二
〇
〇
一
年

他
に
論
文
、
判
例
評
釈
等
多
数
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C
om
pulsory

P
urchase

and
R
egulation

of
L
and
in
A
sian-P

acific
C
ountries,

T
he

E
nvironm

ental
L
aw
R
eport

N
ew
s
&
A
nalysis,

V
ol.31,

N
o.10

二
〇
〇
一
年

D
avid

C
allies

&
T
suyoshi

K
otaka,

T
aking

L
and

C
om
pulsory

P
urchase

and
R
egulation

of
L
and
in
A
sian-P

acific
C
ountries,

International
L
egal
P
ractitioner,

V
ol.26,

N
o.3

二
〇
〇
一
年

通
損
補
償
に
つ
い
て

(
一)

名
城
法
学

五
十
一
巻
三
号

二
〇
〇
二
年

補
償
金
目
当
て
の
補
償
請
求
に
つ
い
て

用
地
ジ
ャ
ー
ナ
ル

二
〇
〇
四
年
四
月

二
〇
〇
四
年

(

三)

行
政
争
訴
法
に
関
す
る
も
の

行
政
訴
訟
と
行
政
不
服
審
査
制
度

法
と
社
会
研
究

七
輯
韓
国

一
九
八
八
年

情
報
公
開
基
準
を
め
ぐ
る
判
例
の
推
移

法
の
ひ
ろ
ば

四
十
四
巻
五
号

一
九
九
一
年

住
民
訴
訟
に
お
け
る
被
告
職
員
の
応
訴
費
用
の
公
費
負
担
に
つ
い
て

名
城
法
学

四
十
三
巻
一
＝
二
号

一
九
九
三
年

(

四)

土
地
法
に
関
す
る
も
の

土
地
利
用
と
私
権
制
限

都
市
問
題
研
究

四
十
巻
十
一
号

一
九
八
八
年

大
深
度
地
下
利
用
の
法
的
問
題
点

法
律
の
ひ
ろ
ば

四
十
三
巻
四
号

一
九
九
〇
年

新
た
な
都
市
計
画
を
め
ざ
し
て

都
市
計
画
中
央
審
議
会
答
申

季
刊
日
本
不
動
産
学
会
誌

七
巻
四
号

一
九
九
二
年

土
地
利
用
規
制
と
最
高
裁
判
所
判
決

法
曹
時
報

四
十
七
巻
一
号

一
九
九
五
年

新
た
な
都
市
基
盤
整
備
の
手
法
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